
 

   

 

      

 
 

 

■受講申込み受付期間 

前期登録講習：令和 7 年 07 月 25 日（金）～08 月 20 日（水） 

   〈締め切り日 08 月 20 日の郵便局の消印があるものまで有効〉 

後期登録講習：令和 7 年 10 月 01 日（水）～10 月 31 日（金） 

   〈締め切り日 10 月 31 日の郵便局の消印があるものまで有効〉 

 

 

この「受講申込要領」をよくお読みの上、不備のないようお申込みください。 

本要領や別紙ご案内は大切に保管してください。 

修了証（合否通知）が届くまでの間、不明点がありましたら、まず本要領や別紙ご

案内を見返してください。答えが見つかることが多いです。 

  何度見返しても解決できなければ、下記メールアドレスへお問い合わせ願います。 

 

 

 
一般社団法人日本空調衛生工事業協会（日空衛）  

全 国 管 工 事 業 協 同 組 合 連 合 会（全管連） 

一般社団法人日本配管工事業団体連合会（日管連）  

 

     

 

 

 

 

 

《 お問い合わせ先 》 

登録配管基幹技能者講習委員会事務局 

所在地：〒104-0041 東京都中央区新富 2-2-7 

     （一社）日本空調衛生工事業協会内 

メール：haikan-kousyu@nikkuei.com 

 

※問い合わせは上記メールアドレスへお願いいたします。 

電話は一切受付できません。ご遠慮ください。 

 

 

国土交通大臣登録講習 

令和７年度 登録配管基幹技能者講習 

受講申込要領 
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Ⅰ．登録配管基幹技能者について 

 

１． 登録配管基幹技能者講習の受講資格 

「登録配管基幹技能者講習」（以下「登録講習」）の受講資格は､下記に示す 2 つの条件を全て

満たしている必要があります。 

 

(1) 建設業法（昭和 24 年法律第 100 号）で定める管工事における配管施工の実務の経験が 10

年以上で、そのうち職長としての実務の経験が 3 年以上（労安法 60 条の職長安全衛生教育

の受講）であること。 

(2) 職業能力開発促進法（昭和 44 年法律第 64 号）に基づく 1級配管技能士（建築 配管作業）

の資格を有すること。 

 

２． 受講申込に必要な添付書類と受講資格審査 

受講申込には受講申込書、写真票の他、次の添付書類が必要です。 

 

(1) 実務経験及び職長経験に係る事業主の証明書および誓約欄への署名。ただし、事業主が証明

できない場合は、当該経験を証明できる立場の者の証明書および誓約欄への署名。 

受講者本人が事業主（一人親方）の場合は、必ず記載事実に相違ない旨の誓約欄への署名。 

(2) 配管（建築配管作業）の「一級技能検定合格証書」の写し。 

(3) 職長の経験を証明するものとして、労働安全衛生法（昭和 47 年法律第 57 号）第 60 条に規

定する「職長教育」または「職長・安全衛生教育」の修了証の写し。 

  

「登録配管基幹技能者講習運営委員会」において受講申込書と添付書類を審査し、受講資格が認

められた方に受講票を交付します。 

  

 

３． 「登録配管基幹技能者講習修了証」の交付 

「登録配管基幹技能者講習修了証」（以下「講習修了証」）の交付を受けるには、次の２つの

要件を満たさなければなりません。 

 

(1) 「登録講習」において原則として全ての講義を受講すること 

(2) 「登録講習」最終日の講習考査試験に合格すること 

  

「登録講習」における講義の受講状況と講習考査試験の結果に基づき、「登録配管基幹技能者講

習委員会」において審査を行い、合格者に「登録配管基幹技能者講習修了証」が交付されます。 

   

お問い合わせは下記メールアドレスへお願い

いたします。 

haikan-kousyu@nikkuei.com 

電話はご遠慮ください。 

mailto:haikan-kousyu@nikkuei.com
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Ⅱ．受講申込要領 

令和７年度の登録講習は、以下の 1.「登録配管基幹技能者講習」の実施概要の通り実施します。 

受講希望者は、３ページの 2．受講申込要領 に従って申込をしてください。 

なお、今回事務局より送付した書類は以下の通りです。          

 令和７年度登録配管基幹技能者講習 受講申込書 

 実務経験証明書 

 写真票 

 令和７年度登録配管基幹技能者講習 受講申込要領 

 会場案内 

 登録配管基幹技能者に係る情報の取扱について 

 登録情報の公開に係る同意書 

 助成金のご案内 

 適格請求書等（インボイス）の入手方法についてご案内 

 郵便振替用紙  

 申込み封筒 

 

1．「登録配管基幹技能者講習」の実施概要 

 

 (1) 実施機関：一般社団法人日本空調衛生工事業協会（日空衛） 

全国管工事業協同組合連合会（全管連） 

一般社団法人日本配管工事業団体連合会（日管連） 

 

（2）受 講 料：48,000円（税込、ただし食費・宿泊費は含みません。） 

  注）登録講習実施の前日（事務規程第４条の講習事務を行う日）の正午までに受講取消の申し

出がなかった場合、受講料は一切返還されません。  

 

（3）登録講習の内容 
 

① 登録講習は講義及び講習考査試験により、使用教材は下記のとおりです。 

 登録配管基幹技能者講習テキスト       

 登録配管基幹技能者講習サブテキスト  

使用教材は、講習会場で配布いたします。 

 

② 考査試験 

 ４者択一式 28 問  

 記述式 1 問  

 

（4）時間割 

  ８ページに記載があります。各日の開始時刻や終了時刻をよく確認してください。 
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（5）講習日程と講習会場 

 

◎前期登録講習（第 1 回：近畿） 

日   程 会 場 名 定  員 

第１回：令和 7年 11月 03日(月) 

～11 月 05日(水) 

エル・おおさか 

（大阪府立労働センター） 
70 名 

 

◎後期登録講習（第 2 回：関東） 

日   程 会 場 名 定  員 

第２回：令和 08年 02月 05日(木) 

～02月 07日(土) 
（一財）全国建設研修センター 70 名 

上記のいずれかの日程を選んで、申込書に記入してください。 

 講習会場の詳細については別添の会場案内をご覧ください。 

 会場への直接の問い合わせはご遠慮ください。 

 定員になり次第、申込受付を締め切ります。 

 宿泊が必要な場合は、講習会場周辺のビジネスホテル等をご利用ください。 

 

２．受講申込要領 

 

（1）申込に必要な書類等 

事務局へ提出する用紙はすべて重要書類です。記入の際は、黒のペンまたは黒ボールペンを

使用してください。消せるボールペン・鉛筆は使用厳禁です。 

 

① 受講申込書 

必要箇所に記載し、顔写真の貼付けをしてください。 

受講者本人の署名がない場合は、受付できませんのでご注意ください。 

 【本申込要領の 9ページ記載例参照】 

 

② 顔写真２枚 

写真の裏面に氏名を記入の上、1枚は上記の受講申込書に貼付け、他の 1枚は写真票に貼

付してください。写真はサイズ縦 3cm×横 2.5cmの上半身無帽、無背景で 6ヶ月以内に撮影

したカラー写真としてください。 

※写真票氏名とフリガナ欄の未記入が多く発生しております。必ず記入のうえ、提出願い

ます。未記入の場合、講習会当日に記入依頼をいたします。 

 

 

③ 実務経験証明書 

※記入の際は手書きでもかまいませんが、エクセルで入力できる書式をホームページから

ダウンロードして、入力後、印刷・押印したものでも提出可能です。（エクセル版では実務

経験年数などは自動計算されるので簡便に作成できます。是非ご利用ください。） 

 

お問い合わせは下記メールアドレスへお願い

いたします。 

haikan-kousyu@nikkuei.com 

電話はご遠慮ください。 

mailto:haikan-kousyu@nikkuei.com
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「証明者」および誓約欄への記入は、受講申込者が従業員の場合は事業主。ただし、事業主

が証明できない場合は、同じ事業所内の当該経験を証明できる立場の者の証明書および誓約 

とし、受講者が事業主本人（一人親方）の場合、証明者は本人とし記載事実に相違ない旨記

載した裏面の誓約欄に必ず署名をしてください。 

必ず証明者の会社印と役職印（または代表者印、無い場合は認印）が必要です。 

受講資格に係る実務経験の内容は、下記に注意して記載してください。 

 少なくとも管工事における 10 年以上配管施工の実務に携わっていたことがわかるよう

に、10年以上前の経験から順に記載してください。 

 実務経験の内容欄は工事名を、作業内容欄には「現場施工」と、実務経験欄には工期を、

その期間を期間欄に記入してください。 

 記載は主要工事でかまいませんが、実務経験の期間の合計が 10年以上となるように記載

し、記載欄が不足する場合は裏面をコピーして追加記入してください。 

 管工事の配管施工の実務経験として、認められる工事と認められない工事がありますの

で、本申込要領１２ページを必ず確認してください。認められない工事は実務経験欄に

記載できません。 

 実務経験欄の工期の年月は重ならないように調整して記入してください。 

 実務経験の内、職長としての経験は職長欄に「職長」と記載し、その合計年数が 3 年以

上となることを必ず確認してください。  

 裏面の合計欄に、記載した期間の合計と、その内の職長経験の期間の合計を必ず記載し

てください。 

    【本申込要領の 10～11ページ記載例参照】 

 

④ 一級技能検定合格証書（配管（建築配管作業））の写し 

   Ａ４サイズに縮小コピーし、添付してください。（写真撮影は不可。） 

 

⑤ 「職長教育」又は「職長・安全衛生教育」修了証の写し 

氏名・修了年月日がわかるようにＡ４用紙にコピーし、添付してください。 

※職長安全衛生教育修了証を取得してからの期間は、職長の実務経験年数とは関係ありま

せん。（お手元に修了証があれば可。） 

※「職長教育」又は「職長・安全衛生教育」修了証の写しは、提出必須です。 

 修了証がお手元にないと、受講資格がありません。ご注意ください。 

 

⑥ 受講料振替払込証明書 

郵便局の受付印が押印されている振替払込証明書を受講申込書裏面の所定の欄に貼付して

ください。 

 

※郵便振替払込受付証明書の貼付け忘れや、郵便局受付印が押印されていない証明書が貼

付けされている等の不備が大変多く発生しております。ご注意ください。 
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（注）人材開発支援助成金（建設労働者技能実習コース（経費助成・賃金助成））の支給申請

を予定している場合は、受講料の払込取扱票のご依頼人欄に必ず会社名と受講者名を記載

してください。 

【本申込要領の 13ページ記載例参照】 

 

 

 

 

 

⑦ 登録情報の公開に係る同意書 

登録配管基幹技能者に係る個人情報については、別添の「登録配管基幹技能者に係る個人情

報の取扱について」により適正に管理し、一般財団法人建設業振興基金が管理運営する登録基

幹技能者データベースに登録するとともに、発注者（公共機関等）や総合建設業者等に対する

PRや活用促進を目的に、登録配管基幹技能者となられた方の氏名（カタカナ氏名含む）・生年

月日・所属組織・所属組織の所在地・連絡先等を公開（ＷＥＢ公開）できるようにしています。 

つきましては、登録情報の公開に関する同意書に、意向と署名を記載し、受講申込用封筒

に必ず同封してください。 

※未提出の場合や意向が確認できない場合、講習会当日に記入依頼をいたします。 

 

 

（2）申込方法等 

① 申込方法：送付する前に、事務局へ提出する書類は必ずコピーをとり、保管して 

     ください。助成金申請する際に必要です。                                                                      

申込み封筒を使用し、必ず特定記録郵便で送付してください。 

② 郵 送 先：宛先は下記の通りです。 

 〒104-0041 東京都中央区新富 2-2-7 空衛会館 3階  

       （一社）日本空調衛生工事業協会内 

登録配管基幹技能者講習委員会事務局 

 

③ 申込締切日： 

前期登録講習（大阪）：令和 7年 08月 20日（当日消印有効） 

後期登録講習（東京）：令和 7年 10月 31 日（当日消印有効） 

なお、各日程とも先着順で受け付け、定員になり次第締め切ります。 

 

（3）受講申込後から受講まで〈７ページに手続きフロー記載〉 

① 受講資格の審査 

 申込者で、受講資格が認められた方には、受講票を送ります。 

（大阪会場は令和 7 年 10月 15日頃、東京会場は令和 8年 1月 20日頃に発送予定） 

 

 

受講料振込口座 ゆうちょ銀行 

加入者名  登録配管基幹技能者講習委員会事務局 

口  座  ００１７０－４－３８９２４６ 

お問い合わせは下記メールアドレスへお

願いいたします。 

haikan-kousyu@nikkuei.com 

電話はご遠慮ください。 

mailto:haikan-kousyu@nikkuei.com
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 受講資格審査で受講資格が認められなかった者にはその旨の通知と申込書類、審査手数料 

（5,000円）及び返還に係る費用を差し引いた受講料を返金いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 受講受付 

 受講受付は、登録講習開始日の朝 9：00から 9：30の間に行います。 

 受講票及び筆記用具等を持参し、遅れないように受付を行ってください。 

 

③ 受講と講習考査試験 

「登録配管基幹技能者」になるには、次の２つの要件を満たし「講習修了証」 

の交付を受けなければなりません。 

 「登録講習」において原則として全ての講義を受講すること 

 「登録講習」最終日の講習考査試験に合格すること 

原則として遅刻・早退は認められません。 

登録講習の受講において遅刻・早退があった場合には講習考査試験の受験が認められないこと

があります。 

 

 

（4）適格請求書等保存方式（インボイス制度）の発行について 

適格請求書等（インボイス）の要件を満たした「領収書」を発行希望の場合は、別紙の「従

業員の登録配管基幹技能者講習受講料または更新申請手数料を負担した会社（個人事業主）の

方へ」のご案内（緑色の用紙）をよくお読みのうえ、メールにて依頼をお願いいたします。な

お上記ご案内は、日本空調衛生工事業協会のホームページの登録配管基幹技能者のページにも、

掲載しております。 

※毎年「受講が認められたかどうか教えてほしい。申込書を提出したが、そ

の後何もない。」等の問い合わせを非常に多くいただきます。申込書を提出後、

書類記載不備等がなければ受講票交付まで、事務局より連絡はありません。 

 

講習委員会にて決定後、早急に受講票または通知文書を送付いたします。こ

のため事務作業上、受講資格認定の可否や受講票発送日等のご質問は一切回答

できません。問い合わせはご遠慮ください。ご理解の程よろしくお願い申し上

げます。 
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３．登録講習の受講申込から講習修了証の交付まで 

 

 登録講習の受講申込から講習修了証の交付までは、下記のフローによる手続きとなります。（太

字部分が受講者の手続き） 

 

 

受講希望者から事務局へ 

 

                        

  

事務局から受講申込者へ 

  

 

受 講 申 込 者 か ら 事 務 局 へ             

前期申込〆切 08月 20 日 

・                         後期申込〆切 10月 31日 

 

 

受講資格審査後、事務局から受講資

格が認められた受講申込者へ 

 

      

 

 

出席確認 

  

   

 

 

講習委員会において合格者の決定 

後、事務局から合格者へ 

「登録配管基幹技能者講習修了証」 

を交付 

 

 

 講習考査試験で不合格となった者は、不合格となった年度の翌年度に、講習を受講せずに講習考

査試験のみを再受験することができます。 

事務局に申込書の送付依頼 

(ホームページの受講申込書送付依頼フォームにて) 

https://www.nikkuei.or.jp/technician/no15/about15/ 

申込書の配布 

（前期：令和 7年 07月 25日～08月 20日） 

（後期：令和 7年 10月 01日～10月 31日） 

 

申込書その他必要書類等を添えて申込 

受講票の送付 

（前期：令和 7年 10月 15日頃発送予定） 

（後期：令和 8年 1月 20日頃発送予定） 

 

登録講習の受講・講習考査試験の受験 

第 1 回：令和 7年 11 月 03日～11月 05日 

第 2 回：令和 8年 02 月 05日～02月 07日 

 

 

 

結果の通知・講習修了証の送付 

（前期：令和 8年 01月末の予定） 

（後期：令和 8年 04月末の予定） 

 

お問い合わせは下記メールアドレスへお

願いいたします。 

haikan-kousyu@nikkuei.com 

電話はご遠慮ください。 

mailto:haikan-kousyu@nikkuei.com
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Ⅲ．登録配管基幹技能者講習カリキュラム 

   

 

    注） 各科目の間で１０分間の休憩時間を設けます。 

日程 時刻 講義時間 講義科目 

１  

日 

目 

９：００～  

９：３０ 
受 講 受 付 

９：４０～ 

１７：００ 

０：２０ 開講式、オリエンテーション 

１：３０ 基幹技能者の役割と業務 

１：００ 昼 食 

１：２０ 施工計画 

１：２０ 工程管理 

１：３０ 品質管理 

    

 

９：００～ 

１７：００ 

１：２０ 労務･資材管理 

２ 

日 

目 

１：３０ 積算と原価管理 

１：００ 昼 食 

１：２０ 安全衛生管理 

１：２０ 最近の技術動向 

１：００ 関連法規 

    

    １：１０ OJT とその進め方 

３ 

日 

目 

９：００～ 

１６：３０ 

１：１０ ケーススタディ 

０：４５ 昼食 

０：５０ OJTの実践方法 

１：３０ OJTの実践演習 

  

  

 

 

０：１５ 試験注意事項説明 

１：３０ 講習考査試験 
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登録配管基幹技能者講習委員会　殿

標記講習を受講したいので、下記のとおり申し込みます。

□　男 生年 4 5 年 5 月 ○ 日生

□　女 月日 （ 満 5 5 才）

カナガワケンヨコハマシ○○○ク○○チョウ

神奈川県横浜市○○区○○町２－１

TEL： 045（○○○）○○○○　FAX：　　（　　） E-mail： ozora-e@○○.ne.jp

（合格証書写し添付）

ニホンクウチョウエイセイセツビカブシキガイシャ

日本空調衛生設備株式会社

〒○○○－○○○○

東京都豊島区北大塚○○－○○○○

TEL：　03（○○○○）○○○○　FAX：　03（○○○○）○○○○

　注）裏面の注意事項をよく読んで記入して下さい。

フリガナ

受講申込書

オオゾラ　　エイキチ

・昭和　・平成　・令和

□昭和

○○県立○○○工業高校

　○○年　○月○○　日

性

令和７年○○月○○日

最終学歴 修業学科

本　籍　地

令和７年度登録配管基幹技能者講習

所在地

受講希望

別

都　道　府　県

○○科

合　否入金確認

・昭和　・平成　・令和

以下事務局処理欄

資格審査受 付 番 号

受講資格

勤
　
務
　
先

　　　　　　　点

考査試験受　講　番　号通　知

大  空  衛　吉

〒○○○－○○○○

□卒業
□中退

昭和○○年３月

　○○年　○月○○　日

取得日

神奈川

フリガナ

□平成

自　　宅 ○

職長・安全衛生教育（修了証写し添付）

フリガナ

事業所名

氏　名

現住所

第 1 回（　　　近　畿　地区）

修了日

１級配管技能士第○○-1-046-○○-○○○○号

受講票送付先(該当に○) 勤　務　先

写真貼付欄
（カラー写真）
  30×  24mm

１枚貼付け
裏面に氏名記入

【記入の際の注意】

①フリクションペン・鉛筆は使用不可！

②記入を誤った場合は、

二重線を引いて、正しい情報を余白に
記入。（訂正印は不要。）

③事務局へ提出する書類一式はすべ

てコピーをとり、保管すること。

写真貼付欄
（カラー写真）
  30×  24mm

１枚貼付け
裏面に氏名記入

受講票送付先の

希望を必ず記入

平成１３年度以前は
建配第○○号

申請の日付を記入

電子メールがある場合

に記入

自営の場合は「自営」と、屋号の
ある場合は屋号を記載

自営の場合は自宅住所ま
たは事業所の住所を記載

修了証の修了日を記
載

連絡先電話（携帯可）を
必ず記入

受講者本人の署名

（ゴム印、ワープロ不可）

【記入の際の注意】
①フリクションペン・鉛筆は使用不
可！

②記入を誤った場合は、二重線を引
いて、正しい情報を余白に記入。（訂
正印は不要。）

③裏面に、郵便局受付印が押印され

ている振替払込証明書を貼付のこと。

④事務局へ提出する書類一式はすべ
てコピーをとり、保管すること。

生年月日

記入間違い多数！

希望する講習会を記入 近畿、関東の会場の別

を記入

 

お問い合わせは下記メールアドレスへお

願いいたします。 

haikan-kousyu@nikkuei.com 

電話はご遠慮ください。 

mailto:haikan-kousyu@nikkuei.com
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受講申請者の実務経験の内容は、下記のとおりであることを証明します。

年 月 日

年 月 日

31 年 3 ヶ月 年 ヶ月

職長欄 作業内容

　 現場施工 年 1 月 ～ 年 3 月 3 ヶ月

　 現場施工 年 7 月 ～ 年 12 月 6 ヶ月

現場施工 年 7 月 ～ 年 5 月 11 ヶ月

現場施工 年 6 月 ～ 年 10 月 5 ヶ月

現場施工 年 11 月 ～ 年 1 月 3 ヶ月

現場施工 年 2 月 ～ 年 6 月 5 ヶ月

現場施工 年 7 月 ～ 年 3 月 9 ヶ月

現場施工 年 4 月 ～ 年 3 月 12 ヶ月

現場施工 年 5 月 ～ 年 11 月 7 ヶ月

現場施工 年 12 月 ～ 年 2 月 3 ヶ月

現場施工 年 4 月 ～ 年 10 月 7 ヶ月

職長 現場施工 年 12 月 ～ 年 11 月 12 ヶ月

　 現場施工 年 1 月 ～ 年 5 月 17 ヶ月

職長 現場施工 年 6 月 ～ 年 11 月 18 ヶ月

◇◇◇駅ビル新築工事

○○本社ビル設備改修工事

〇〇〇商事本社ビル空調改修工事

□□邸その他○○件改修工事

□□美術館新築工事

□□製菓工場空調改修工事

◇◇◇本社ビル新築工事

◇◇◇福祉施設改修工事

◇◇◇幼稚園新築工事

〇〇中学校新築工事

○○ビル設備リニューアル工事

2010

2003

2003

2004

2004

職長としての
実務経験年数

2003

2004

2004

2005

2006

2007

2007

2009 2010

2011

2006

2007

2007

2008

受講資格に係る実務経験の内容（１）

昭和

2003

日本空調衛生設備株式会社

証明者との
関係

受講申請者
生年月日

社員

〇〇845

12

実務経験
（西暦にて古い実務経験から

順番に新しい実務経験を記入）

期間
（自動計算）

実務経験
(建設業法による管工事の配管施工)

△△△マンション給排水設備工事

△△病院本館空調設備工事

○○○印刷本館設備改修工事 2002

2005

2006

2006

証明者：事業所名
所 在 地

令和 〇〇 〇〇 〇〇

2001 2001

2001 2001

9

受講申請者
の氏名

勤務先
の名称

配管工事の
実務経験年数

大　 空　 衛　吉

役 職 名

氏　　名

実　務　経　験　証　明　書

日本空調衛生設備株式会社
東京都豊島区北大塚○○－○○○○

代表取締役

配管　幸治

会社印

役職印

【記入の際の注意】

①手書きの場合、フリクションペン・鉛筆は使

用不可！

②手書きの場合に記入を誤った際は、二重線

を引いて、正しい情報を余白に記入。（訂正印

は不要。）

③［転職分を含めて経験が10年の方］
転職を含めて経験が10年の方は、前の会社の
代表者証明は必要ありません。
転職前・現在いる会社の実務経験年数を合算
して記入し、現在の事業主が証明。

④事務局へ提出する書類一式はすべてコピー
をとり、保管すること。

エ
ク
セ
ル
の
場
合
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
後

に
押
印
必
須
。
押
印
忘
れ
注
意
！

事業主が証明できない場合

は、同じ事業所内の証明でき

る立場の者。

事業主（一人親方）が受講す

る場合は本人。

申請者が証明者本人の場

合は「本人」と記入

生年月日記入間違い

多数！

これまでの全実務経験のうち

職長としての全経験年数を記入

申請者のこれまでの

全実務経験年数を記入

その他○○件改修工事は
認められません。

職長経験は職長

と記入

■管工事における配管施工の実務経験を記入。

■経験の内容は工事名を記入し、工事内容が具体的にわかるよ

うに、正確に記入。主な経験のみを記載しても良い。ただし、合計

年数が１０年以上となるように記載。
■作業内容は「現場施工」と記入し、実務経験の期間は重複しな
いこと

期間が重ならないように注意

職長経験の期間

エクセル入力の場合、期

間は自動計算されるた

め入力不要

入力不備だと文字が

赤くなるので要確認

古い実務経験から順

番に新しい 実務経験
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職長欄 作業内容

　 現場施工 年 10 月 ～ 年 8 月 11 ヶ月

職長 現場施工 年 11 月 ～ 年 7 月 33 ヶ月

職長 現場施工 年 8 月 ～ 年 9 月 38 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

　 年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

年 月 ～ 年 月 ヶ月

ヶ月

ヶ月

署　名

期間
（自動計算）

受講資格に係る実務経験の内容（２）

△△工場増築設備工事 2015 2016

実務経験
(建設業法による管工事の配管施工)

実務経験
（西暦にて古い実務経験から

順番に新しい実務経験を記入）

□□研究センター衛生設備工事 2017 2020

□□高等学校新築空調設備工事 2021 2024

この実務経験証明書に記載した事項が事実と相違がある場合には、合格を取り消されても異存ないことを誓約します。

誓約欄 実務経験期間の合計 82

職長経験期間の合計 71

　

施工中の場合は申請

前月までの経験

エクセル入力の場合、プリントアウト後に、手書きで記

入。

事業主が証明できない場合は、同じ事業所内の証明

できる立場の者。

事業主（一人親方）が受講する場合は本人。

表面の「配管工事の実務経験年数○年○ヶ月」＆「職

長としての実務経験年数○年○ヶ月」の年月と、「受験

資格に係る実務経験の内容（２）」の「実務経験期間の

合計と職長経験期間の合計」とは、同一でなくても可。

 

お問い合わせは下記メールアドレスへお

願いいたします。 

haikan-kousyu@nikkuei.com 

電話はご遠慮ください。 

mailto:haikan-kousyu@nikkuei.com
mailto:haikan-kousyu@nikkuei.com
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管工事施工に関する実務経験の内容について

工事種別 工事内容

冷暖房設備工事
冷媒配管工事、冷温水配管工事、蒸気配管工事、燃料配管工事、圧縮空気管設備工事、
熱供給設備配管工事

冷凍冷蔵設備工事 冷媒配管工事、冷却水配管工事、エアー配管工事、自動計装工事

空気調和設備工事 空気調和機器据付工事、冷温水配管工事、自動計装工事

給排水・給湯
　　　　設備工事

給排水ポンプ据付工事、給排水配管工事、給湯機据付工事、給湯配管工事、
専用水道工事、ゴルフ場散水配管工事、散水消雪設備工事、プール施設配管工事、
噴水施設配管工事、ろ過設備工事、受水槽又は高置水槽据付工事、さく井工事

厨房設備工事 配管工事

衛生器具設備工事 衛生器具取付工事

ガス管配管設備工事
都市ガス配管工事、プロパンガス（LPG)配管工事、LNG配管工事、
液化ガス供給配管工事、医療ガス設備工事
※公道下の本管工事を含む

管内更生工事 給水管ライニング更生工事   ※公道下等の下水道の管内更生工事は除く

消火設備工事
屋内消火栓設備工事、屋外消火栓設備工事、スプリンクラー設備工事、
不活性ガス消火設備工事、泡消火設備工事

上水道配管工事 公道下の配水管から施設敷地内への引込工事（給水装置）

下水道配管工事
施設の敷地内の配管工事、本管から公設桝までの接続工事
※公道下の本管工事は除く

工事種別 工事内容

管工事
管工事、管工事施工、施工管理　等
（いずれも具体的な工事内容が不明のもの）

建築一式工事
(ビル・マンション等)

型枠工事、鉄筋工事、内装仕上工事、建具取付工事、防水工事　等

土木一式工事 管渠工事、暗渠工事、取水堰工事、用水路工事、灌漑工事、しゅんせつ工事　等

機械器具設置工事
トンネルの給排気機器設置工事、内燃力発電設備工事、集塵機器設置工事、
揚排水機器設置工事　等

上水道工事 公道下の上水道配水管敷設工事、上水道取水・浄水・配水等施設設置工事　等

下水道工事 公道下の下水道本管路敷設工事、下水処理場内の処理設備設置工事

電気工事
照明設備工事、引込線工事、送配電線工事、構内電気設備工事、変電設備工事
発電設備工事　等

電気通信工事 通信ケーブル工事、衛星通信設備工事、ＬＡＮ設備工事、監視カメラ設備工事　等

その他 船舶の配管工事、航空機の配管工事、工場での配管プレハブ加工　等

◆管工事施工に関する実務経験と認められる主な工事種別・工事内容

◆管工事施工に関する実務経験とは認められない工事
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お問い合わせは下記メールアドレスへお

願いいたします。 

haikan-kousyu@nikkuei.com 

電話はご遠慮ください。 

mailto:haikan-kousyu@nikkuei.com

